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1.はじめに

ミクロネシア文化調査会は,1994年か らアイメリーク州のElechui地区でテラス状階

段遺構の発掘調査を行っている｡筆者 らは,1995年の調査で第 1文化層の直下か ら採

取した 2つの炭化物の14C年代と調査の概略を報告した (伊藤ほか,1997)｡その後,

1996年 8月と1997年 8月にそれぞれ 2週間の発掘調査を行い,第 2文化層および調

査区近くの道路沿いの露頭か ら炭化物を採取し,名古屋大学のタンデ トロン加速器質

量分析計 (中村 ･中井,1988;Nakam uraeta1.,1985)を用いで 4C年代を測定 した.

本稿では,得られた14C年代値を報告し,それらに若干の考察を加える｡

2.2次堆積土層

今回の調査によって,第 1文化層 と第 2文化層の間に2次堆積土層があることが明

らかになった｡ 2次堆積土層の厚さは,約30-50cmである｡ この層には直径10-

15cmの石が多く含まれてお り,土器や石器も多少含 まれている｡ これ らの遺物は,

現在発掘を行っている丘陵の上のテラス状階段遺構に含まれている遺物が,雨などの

自然の影響で土砂が流されたものと考えられる｡

直径10-15cmの石については,Elechui地区にはこのような石が見 られる露頭はな

く,おそらく何 らかの理由で人為的に運ばれてきたものと考えられる｡その理由とし

て,Elechui地区での他のテラス状階段遺構を踏査 した際に,階段状の斜面に2次堆積

で出土した同様な石が敷き詰められていた場所を発見 したことがある｡ おそらくこれ

と同様に,斜面に敷き詰められていた石が雨等の自然の影響で2次堆積土層に含まれ

たものと思われる｡

以上のことか ら,現在発掘調査している場所の上には,さらに遺構が広がっている

ことが想定され,かつて階段状の斜面には石が引き詰められていたと想像される｡ つ

まり,テラス状の斜面には石が引き詰められ,テラス部分には何らかの生活の空間が

あったものと思われる｡また,これ らの遺構が 2次堆積物として流されて現在の発掘

地点で厚さ約30-50cm堆積したことを考えると,第 1文化層と第 2文化層 との間に

は,多少の時間差が想定される｡

3.第 2文化層､

第 2文化層から集石3基 ･溝 1基 ･土壌 1基が発見された (図 1)0
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図 2 第 2文化層出土遺物
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2次堆積土層を掘 り上げるとすぐに炭化物 (試料 1) と石の集中する部分が現れ

てきた｡石の大きさは10cm前後のもので,配石した というよ りは石が集中した状態

で出土している｡ 石の回りと一部集石の中には炭化物が含まれ,集石に伴 う炭化物で

あることか ら, この遺構は集石炉と考えられる｡さらに確認された 3ヶ所の集石炉の

うち 2ヶ所は,後で説明する溝の直上から発見されている｡ このことから,まず溝が

作られ,この溝が何らかの理由で埋 まった後に集石炉が作られたものと考えられる｡

これ ら3ヶ所の集石炉は,重なり合ってお らず,集石の一番下の石の高さが3ヶ所と

も同じ高さの面で作られていることから,比較的短期間に作 られたのではないかと考

えられる｡もし時間差があるとすれば,3ヶ所の集石炉の作 られる高さは,雨等の自

然の影響で土砂が流されて変わることが予想される｡

次に溝であるが,溝は直径50cmで幅4mにおよんでいる｡ 溝のプランは, 2ヶ所

の集石炉を外した際に確認できた｡溝は,発掘区の東側から掘り込まれ西に向かって

3つの階段状のテラスを形成 しなが ら伸びている｡溝の一番深い部分で確認面か ら

80cmあり,さらに東に向かうにしたがい,50cm次に20cmと30cmごと階段状に溝は上

がっていく｡ 溝のプランが確認できた面とその下の溝を埋没させた層との 2層しか分

層できなかったことか ら,この溝は一度に埋ったものと考えられる｡ この溝の中から

赤色で彩色された土器 2点と石核 1点が出土した｡さらに深さ50cmで 2番目の階段状

の直上から,炭化物 (試料 2)が集中して出土した｡

土壌は,溝のす ぐ南側で発見された｡土境の直径120cm,幅60cmで,深さ20cmと

どちらかといえば浅い土壌である｡ 土層の堆積状況も確認面か ら10cmの深さで2つ

に分層できる｡土壌の中からは,少量ではあるが炭化物 (試料 3)が出土した｡ そ

の他にも,自然の磯と土器片が少量出土した｡

最後に第 2文化層の最下面について説明したい｡現在の発掘調査は,丘陵地の下の

テラス面で行っている｡そのために調査を行うはじめは,幾分斜めに傾斜 した面での

調査 となるが,第 2文化層の最下面まで堀進むと,きれいな水平面を作り出している｡

おそ らく第 2文化層の最下面が,ケズを築造した時点において,テラス状を作 り出し

た面ではないかと思われる｡

4.14C年代測定の結果と考察

この様に第 2文化層では,集石炉 3基 ･溝 1基 ･土壌 1基 とケズのテラス面の確認

ができ,それぞれの遺構からは幸いにも炭化物 (試料 1-3)が出土した｡ さらに発

掘調査を行っている真下に道があり,この道沿いの切 り通しに遺構が見られる｡ その

包含層の最下面に土器と共に露出した炭化物 (試料 4)を採取した｡

測定の結果を表 1に示す｡14C年代値は,ubbyの半減期5568年を用いて算出し,西

暦1950年から遡った年数で示 した｡試料の∂13C値によって同位体分別効果 を補正 し

た (中村 ･他,1994)｡ さらにコンピューター ･プログラムCalibETHl･5b(Niklaus

eta1.,1992)を用いて14C年代値を暦年代に較正し,StuiverandPearson(1993)の樹

輪較正曲線を用いている｡
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表 1 年代測定結果

Sample 6 13C 14cdate CalrangeADBC IAbno･

(%) (yrBP) (Probability%) (NUTA-)

1(Charc()al) -28･0 800±90 1067AD-1072AD(1･9)
1128AD-1132AD(1･6)

1160AD-1302AD(96･5)

2(Charc()al) -27･4 1290±80 663AD -823AD(89.8)
839AD -861AD(10･2)

3(Charc()al) -24･8 2940±100 1266BC-992BC(99.8)
951BC-951BC(0･2)

4(Charc()al) -26･3 1970±80 55BC-137AD(100)

5727

5726

5725

5728

試料3と試料 4の年代は,他とくらべてあまりにも古い値を示す｡このまま素直に

解釈すれば,この 2つの遺構ないし包含層は,約2000-3000yrBPに作 られた ことに

なる｡しかし,ケズが これらの年代に築造されたとは考えにくい｡現在のところ,こ

れらの炭化物は,本来人為的なものはないものが混入したか,別の2000-3000yrBP

の遺跡がこの近 くに存在して今回の発掘区内に入り込んだ可能性が考えられる｡ これ

らについてはケズとは別に考えることにする｡今後 さらに検討する必要があろう｡

第 2文化層か ら出土 した遺物を見ると,第 1文化層には見 られない遺物がある (図

2) . 1つはチャー ト製の石核およびフレークであり,もう 1つは口綾部から頚部に

かけて大きく外反する壷型のような土器である｡土器 については,胴部か ら底部にか

けて残存しているものが発見できないため器形についてはまだ把握できていない｡現

在のところこの 2つは,第 2文化層でしか発見されていない｡ これ らの遺物と年代測

定の結果については,これからさらに調査 ･研究を続けて行かなければならない｡

次に集石炉 と溝 の年代 について述べる｡試料 1と試料 2の年代値は,伊藤ほか

(1997)で報告した第 1文化層直下の炭化物の年代値 (480±80yrBP と590±80yr

BP) と調和的であると言える｡ ミクロネシアを代表する巨石遺跡としてマリアナ諸

島のラッデが8世紀 (印東,1992),ボーンペイ島のナン ･マ トル遺跡とコシャエ島

のレラ遺跡が12世紀 (高山,1987)に作られたことが報告されている｡今回の年代測

結果はこれ らとも近く,ケズの築造年代の資料として適当であると判断できる｡集石

炉と溝の年代差は,約200-700年が見積もられる (表 1)｡これについては,集石炉

の下で溝のプランを確認したことか ら分かるように,まず溝が作られたことを示すも

のであるC･さらにこのことか ら,ケズは一時期に集中して作 られたものではなく,何

世紀かに渡って築造された可能性がある｡ しかし,このことは,ケズを作 り上げるの

に数百年の歳月を要したというわけではない｡

さらに第 2文化層の遺構について考えておかなければならない点がある｡それは,

- 28 4 -



溝がなぜ発掘区の東側で終わっているのかという点と,土壌の年代である｡前に第 2

文化層の最下面について触れたように,集石炉とくらべて,すでに溝は以前に作られ

埋もれていた状態であった｡一つの仮定として,新たにケズのテラス部分 を深 く削り

平らな面を作りこんだ時に,以前に掘り込まれていた溝と土壌の上面は削 られ,現在

発掘された状況 として現れた｡ もしそうであれば,現在発掘調査を行っている地点で

は,ケズの最終的な段階での築造に際してそれまでの遺構が削られてしまったと考え

られる｡そ うなれば土壌の年代は,ケズと直接関係のない遺構であっても問題はなく,

溝ももっと東に延びる可能性がある｡

最後に今回の発掘調査による年代測定の結果は,ケズが 7世紀から14世紀 (表 1)

にかけて築造されていた可能性を示し,さらに約2000-3000yrBPにまでさかのぼる

遺跡が存在する可能性を示す結果となった｡
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